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編 集 後 記

　コロナコロナに明け暮れた令和 2（2020）年の前
半ですが，我が国の人口当たりの死亡者・感染者は
欧米に比しごく少数に留まり，新規感染者数は落ち
着きをみせています．新型コロナウイルス感染症

（COVID‒19）は，その理由はまだ不明ですが，国内
外で小児における患者発生数は少なく，重症化例も
少なくなっています．しかし，一斉休校に伴う教育
面の問題のほか，小児の心身への影響，学校・幼稚
園での生活，保育のあり方など，新たな問題が国内
外で生じています．一般臨床においても，乳幼児健
診や予防接種の遅れの取り戻し，一般診療のあり方
の見直しなど，早急に解決すべき課題もあります．
　最近の話題として，欧米では COVID‒19 流行に伴
い川崎病様の病態が増加していることが報告されて
います．WHO や米国 CDC は，これを Multisystem 
Inflammatory Syndrome in Children（MIS‒C）と呼
ぶようにしています．目下のところ，国内で川崎病
が増加している状況はないと日本川崎病学会等が発
表していますが，臨床症状・年齢分布からすると，
日本でみている川崎病とは異なるものを彼らはみて
いるのではないかというのが筆者の印象です．その
ような中，偶然ですが本号では「川崎病―病因究
明・診断・管理の進歩」として川崎病の特集を組ん
でおり，いまいちど川崎病を見直してみる良い機会
ではないかと思います．なお，2017 年の川崎病の患
者数 15,164 名，2018 年の 17,364 名は，2020 年 6 月

上旬における国内の COVID‒19 の届け出感染者数
とほぼ同数になります．ただし，かつて致死率は
1～2％ありましたが，2017～2018 年の死亡例は 6 名
であり，川崎病における急性期治療・経過観察の進
歩が明らかとなっています．
　「診療」では，食物アレルギー患者への日常生活の
注意事項として重要な「ひやりはっと例」，「アレル
ギー性鼻炎に対する舌下免疫療法」，生命を脅かす
疾患をもつ子ども達とその家族を支えるための国内
における「小児の緩和ケア」の動向，採血・血管確
保・ワクチン接種時など子どもの医療に必要な行為
のなかで生じる苦痛緩和の工夫など，小児診療に
とって興味深く，必要な事柄について述べていただ
いた論文が掲載されています．また，適切な治療が
行われた結果生じたと思われる「心不全を合併した
小児重症アトピー性皮膚炎」，小児では極めてまれ
な「骨化性筋炎」，「高度徐脈に対してドブタミンが
有効であった百日咳乳児例」（そもそもこのような治
療の工夫が必要なくなる日が来ることを祈っていま
すが）など，貴重な症例報告をいただいています．
日本医科大学小児科学教室による今回の外国文献紹
介は，免疫分野の最新情報となっています．
　新型コロナばかりが病気ではないと雰囲気を変え
て，どうぞ本誌をお楽しみください．

（岡部　信彦）
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